
創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

8

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ３年版画専攻・前期

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

学科 古美術研修 専任教員、北 進一 １単位　36時間

ファインアート科、ビジュアルデザイン科３年生合同で行動。京都に３泊４日。仏像や障壁画を拝観。一般には公開して
いない特別拝観の寺院などに行く。（等伯の襖絵・等伯の障壁画・探幽の障壁画・狩野永岳の襖絵など）

研修で見る寺院、仏閣にある仏像や襖絵、障壁画などは図録や美術書といった図版でしか普段は目にすることができ
ません。たまに美術館で特別展示を行うこともありますが、現地で間近に見るのとは全く雰囲気も感じ方も違います。参
加することはたとえ分野が違っていても今後の制作にいい刺激になることでしょう。

授業計画及び学習の内容

東京から京都へ新幹線で移動

智積院宝物庫見学

南禅寺特別拝観見学

平等院見学

石峰寺見学

醍醐寺見学

広隆寺、東寺見学

京都から東京へ新幹線で移動

和光大学卒業後、中国・山東大学に留学。群馬県立女子大学兼任講師。専攻は日本および東洋美術史。著書に『ほと
けを知るー仏像めぐりハンドブック』（シンコミュージック・エンターテイメント）『アシュラブック』（美術出版社）、共著に『カ
ラー版東洋美術史』（美術出版社）。

　研修の参加を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、成績評価を行う。　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　講義形式を基本とする。研修に参加しない学生にはレポート課題を提出。



創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1 17

2 18

3 19

4 20

5 21

6 22

7 23

8 24

9 25

10 26

11 27

12 28

13 29

14 30

15

16

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度
３年版画専攻・前期/

後期

会話と文法 会話と演習

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

選択学科 フランス語II 内田 雅樹 ２単位　45時間

フランス語１の修了者を対象として、一年次に習得した基礎力を基盤としながら会話表現・文法の両面での知識を広げ
ていきます。また、少しずつ書かれたものを読む練習も行います。

前期は、まず問題練習などを通じて、書くという別観点を少し意識しながら昨年の復習を行います。その後複合過去、単
純未来へと文法面で次のステップへと移っていきます。後期は、フランス旅行の機会を想定して、オリジナルのフランス
旅行のしおりを作成していく課題が課され、校内展示の機会を設けます。

授業計画及び学習の内容

オリエンテーション 会話と演習

会話と文法 会話と演習

会話と文法 会話と演習

会話と文法 会話と演習

会話と文法 会話と演習

会話と文法 会話と演習

会話と文法 会話と演習

会話と文法 会話と演習

会話と文法 後期まとめ

会話と文法 後期まとめ

前期まとめ 後期まとめ

前期まとめ 後期まとめ

中間試験 後期試験

1969年福岡県生まれ。早稲田大学大学院文学研究科仏文専攻修士課程修了。多摩美術大学非常勤講師。また俳優
養成所を経て映画・舞台に出演、受賞作多数。朗読、吹替え、PVやアートヴィデオ出演の他、THEATRE茶房の冠では
プロデュース、演出を兼務。俳優術を生かした外国語習得の方法論の探求、実践に取り組む。

　期末ごとに試験を行い１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　な
お出席が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A
+　94〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　講義・ディスカッション形式を基本とするが、各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

会話と演習

会話と演習



創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席が
全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94〜80
：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　講義・ディスカッション形式を基本とする。

○一般常識的な求人や採用にまつわる社会状況や知識を学ぶ。(アイデム)
○どのような企業や職種が自分に向いているのか？就職して何をやりたいか？を自分自身が理解することにより目標
を明確にします。またデザイン・広告業界の現状を理解することで就職活動をよりスムーズにそして有意義なものになる
ことを目指します。(秋山カズオ)
○「笑顔」を多角的にアプローチして掘り下げ、スキルとしての笑顔を学習します。笑顔に期待できる効果、好感度の高
い笑顔のかたち、TPOに合わせた笑顔、心から笑顔になれる手法を学びます。特にこの授業では、就職面接、コミュニ
ケーションをする上で最も重要視される印象アップの為の笑顔力、プレゼン力をつける授業です。(川野恵子)

○企業の採用担当者や研修担当者から一般的に就活に必要な知識を学ぶ。(アイデム)
○1.自分の長所と短所を明確にする。
2.就職することで得られるメリットを理解する。
3.社会や企業で必要とされる人財とはどういったものかを知る。
4.上記をもとに面接での自己PRを考える。(秋山カズオ)
○笑顔を知る・育む・実践するの３ステップで進める授業です。笑顔の外的・内的効果を知り、笑顔を育む笑顔トレーニ
ングを実践。また、実際の就職面接で活かせる印象アップのポイントについても講義します。授業前後に笑顔採点機で
自身の笑顔を数値判定。受講後のレポート提出で笑顔スペシャリスト検定３級資格を取得できます。 (川野恵子)

授業計画及び学習の内容

講義及びディスカッション

講義及びディスカッション

講義及びディスカッション

講義及びディスカッション

講義及びディスカッション

講義及びディスカッション

発表

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

選択学科 就職講座
アイデム　　　　川
野恵子　　　　秋

山カズオ
1単位　21時間

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ３年版画専攻・前期



創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席が
全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94〜80
：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　講義・ディスカッション形式を基本とする。

アーティストがたとえフリーランスであっても様々な生活における状況や、社会との関わりに適切に対応しうる能力を身
につける。

全7回にわたりアーティストが直面するであろう社会的な問題やテーマについて各方面のアーティストによる体験談など
に触れながら学習する。

授業計画及び学習の内容

講義及びディスカッション

講義及びディスカッション

講義及びディスカッション

講義及びディスカッション

講義及びディスカッション

講義及びディスカッション

発表

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

選択学科 フリーランス講座 ゲスト教員 1単位　21時間

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ビファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ３年版画専攻・前期



創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ３年版画専攻・前期/後期

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

選択学科 特別講座／就職セミナー ゲスト講師 1単位　21時間

特別講座：現代社会においてクリエイターの役割は益々重要性を増し、その領域は日々拡大しつつあります。講座では
創作における考え方、発想法をリアルタイムな講義を通して学んでいきます。
就職セミナー：就職活動から入社後の心構えやクリエイターとしての取り組みなどについてセミナー講座を開催。

7/6(木)就職セミナーA、10/11(水)知的財産権、10/14(土)同窓会特別講座、10/24(火) 
就職セミナーB、11/15(水)海外講座A、12/6(水)海外講座B、12/9(土)創形展講座

授業計画及び学習の内容

就職セミナーA

知的財産権

同窓会特別講座

就職セミナーB

海外講座A

海外講座B

創形展講座

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　講義・ディスカッション形式を基本とする。



創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1 20

2 21

3 22

4 23

5 24

6 25

7 26

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

　講義・ディスカッション形式を基本とするが、各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

中国福建省出身。2008年来日。2011年日本語能力試験N1合格。2014年3月札幌大学経営学部経営学科卒業。2014年
４月株式会社アイデム入社。新卒担当のエージェントとして留学生の就職をトータルサポート。2016年７月より創形美術
学校にて主に広報活動と留学生教育に携わる。

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 留学生・前期

講義 講義

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

選択学科 日本語1 蒋 燕萍 3単位　78時間

①日本語能力試験N1対策：N1の試験に合格できる力をつける。
②語彙力の向上

・言語知識、読解、聴解の実戦練習。
・模擬試験。

授業計画及び学習の内容

模擬試験 模擬試験

講義 講義

講義 講義

講義 講義

講義 講義

講義 試験

模擬試験

講義

講義

講義

講義

講義

模擬試験

　試験を行い１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席が
全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94〜80
：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

講義

講義

講義

講義

講義



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

8

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 留学生・前期/後期

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

選択学科 日本語2 メロス言語学院講師 １単位　24時間

目上に対する日本語表現とカジュアルな日本語表現の向上を目標として挙げます。

前半90分、後半20分=映像教材を見て、語彙の聞き取り+ディスカッション。
後半70分= (1)会話表現+ロールプレイ(15分)
(2)1分間スピーチ(15分)
(3)Show & Tell(40分)

授業計画及び学習の内容

オリエンテーション

講義

講義

講義

講義

講義

講義

試験

　試験を行い１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席が
全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94〜80
：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　講義・ディスカッション形式を基本とするが、各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

6

11

16

21

26

31

36

41

46

51

56

61

66

71

76

81

86

91

96

101

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ３年・前期

〜15　制作、制作指導

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 版画総合研究
鈴木吐志哉　　　

馬場知子
１3.5単位　344時間

版画表現における各自のテーマにそった表現方法コンセプトを考察・研究・制作する。卒業制作を始めるにあたりファインア
ート科3年全体のグループ展覧会を行う。いかにして自己の版画作品を有効に提示出来得るか検証し、グループ展示を通
して展覧会の準備、運営など作品発表に必要な手順を学ぶ。

版画作品を2点制作します。グループ展示。

授業計画及び学習の内容

〜5　制作、制作指導

〜10　制作、制作指導、中間チェック

〜75　制作、個別指導、中間チェック

〜20　制作、個別指導

〜25　制作、個別指導、中間チェック

〜30　制作、制作指導

〜35　制作、制作指導

〜40　制作、個別指導、中間チェック

〜45　制作、個別指導

〜50　制作、個別指導

〜55　制作、制作指導

〜60　制作、個別指導、中間批評会

〜65　制作、制作指導

〜70　制作、個別指導

鈴木 吐志哉：1968年東京都生まれ。創形美術学校研究科版画課程修了。アーティスト・イン・レジデンス 
アートスタジオ五日市滞在。2002年文化庁芸術家国内研修員。現代日本美術展（神奈川県立近代美術館賞）。日本版画
協会展（準会員佳作）。飛騨高山現代木版画ビエンナーレ（大賞）、SUVREMENA JAPANSKA G RAFIKA、国際木版画会議-
木版ぞめき-、TRIBUNA GRAPHIC 2015、中日現代版画展 他、（社）日本版画協会会員。 
版画学会会員。　　　　　　馬場知子：1991年女子美術大学芸術学部絵画科版画専攻卒業。1992年同大学研究生修了。20
00年文化庁芸術インターンシップ研修員。日本版画協会展(畦地梅太郎賞)、Trois-
Riviere国際現代版画ビエンナーレ、文化庁現代美術選抜展、文化庁買上優秀美術作品披露展、高知国際版画トリエンナ
ーレ（優秀賞）、（社）日本版画協会会員。

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　　なお出席が
全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94〜80：
A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

〜80　制作、個別指導

〜85　制作、個別指導、中間チェック

〜90　制作、制作指導

〜95　制作、制作指導

〜100　制作、制作指導

講評



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

　試験を行い１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

手術室看護師からヘアメイクアップアーティストへ転身し、その活動の中でアート作品を作り始める。鮮やかで透明な
樹脂を組み合わせた独自の作品は、不可思議でスタイリッシュであると同時に、生命の持つエネルギーを内包してい
るかのような躍動感と儚さが入り混じっている。またデジタルやパフォーマーとの今までにない新しいコラボレーション
作品を展開し活躍の場を国内外に広げている。

アーティスト・クリエイターのためのSNSコンテンツ作り①

アーティスト・クリエイターのためのSNSコンテンツ作り②

アーティスト・クリエイターのためのSNSコンテンツ作り②

プレゼン

自分の強みを知るグループワーク・アイディア出し

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 メディア講座 Limo 1単位　10.5時間

これからの時代アーティストにとって自己発信が活動の可能性を広げる重要な方法の一つであると、認識して、実際に
コンテンツ作りを体験すること。

魅力的な自分プレゼン（自己紹介）を身につけて、セルフブランディングに生かす。自分の強みを見つけて、アーティス
ト・クリエイターとしてSNSでオリジナルのコンテンツを発信する。

授業計画及び学習の内容

自主課題内容『SNSの発信状況・自分の強み・１５秒自己紹介』

オリエンテーション・１５秒自己紹介を発表

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ３年・前期



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

　試験を行い１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

1968年東京都生まれ。創形美術学校研究科版画課程修了。アーティスト・イン・レジデンス 
アートスタジオ五日市滞在。2002年文化庁芸術家国内研修員。現代日本美術展（神奈川県立近代美術館賞）。日本版
画協会展（準会員佳作）。飛騨高山現代木版画ビエンナーレ（大賞）、SUVREMENA JAPANSKA G 
RAFIKA、国際木版画会議-木版ぞめき-、TRIBUNA GRAPHIC 2015、中日現代版画展 他、（社）日本版画協会会員。 
版画学会会員。

ギャラリー見学

ポートフォリオについて 2

展示の実際  2

展示の実際 １

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 展覧会ワークショップ 鈴木吐志哉 1単位　18時間

２年次に制作した作品を使い、ギャラリープントでのグループ展示を行う。
学生間でディスカッションを繰り返し、展覧会の準備、実際の展示作業からポートフォリオに至るまで、展覧会の様々な
側面を体験しながら実践的に学ぶ。
各自の制作を再確認し、各自の制作の足固めをより強固にする事を目標とする。

・２年次の「技法と表現A」「技法と表現B」で制作した作品のギャラリープントでの展示（2023年６月７日（水) - 
６月17日（土））
・展示計画のディスカッション
・ポートフォリオへの反映
・開催中の展覧会の見学

授業計画及び学習の内容

グループ展示について

ポートフォリオについて １

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ３年・前期



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

6

11

16

21

26

31

36

41

46

51

56

61

66

71

76

81

86

91

96

101

106

111

116

121

126

131

136

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ３年・後期

専任教員および非常勤講師との個別面談や指導を対話方式で行い、各自のテーマや制作コンセプトについて研究する。
また講評会により各自のテーマおよび技法を深め、研究成果が最大限に反映された作品の制作を目指します。

版画４作品制作（１作品につきシート１枚提出。※４作品は提出後、指定期日までに額装もしくは展示可能な状態する事）

授業計画及び学習の内容

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 卒業制作

鈴木吐志哉　　東
樋口徹　　　中村
真理　　　馬場知

子

１６単位　408時間

〜60　制作、個別指導、中間チェック

〜65　制作、個別指導、ポートフォリオ指導

〜70　制作、制作指導

〜45　制作、制作指導

〜50　制作、個別指導、2点目講評

〜55　制作、制作指導導

〜90　制作、制作指導

〜95　制作、制作指導

〜100　制作、制作指導

〜75　制作、制作指導

〜80　制作、制作指導、中間講評

〜85　制作、制作指導

〜125　制作、個別指導

〜130　制作、個別指導

〜105　制作、個人面談、3点目講評

〜110　制作、個人面談

〜115　制作、個人面談、ポートフォリオチェック

鈴木 吐志哉：1968年東京都生まれ。創形美術学校研究科版画課程修了。アーティスト・イン・レジデンス 
アートスタジオ五日市滞在。2002年文化庁芸術家国内研修員。現代日本美術展（神奈川県立近代美術館賞）。日本版画
協会展（準会員佳作）。飛騨高山現代木版画ビエンナーレ（大賞）、SUVREMENA JAPANSKA G 
RAFIKA、国際木版画会議-木版ぞめき-、TRIBUNA GRAPHIC 2015、中日現代版画展 他、（社）日本版画協会会員。 
版画学会会員。　　　　　　東樋口 
徹：1975年奈良県生まれ。2006年東京藝術大学美術研究科修了。2005年第3回山本鼎版画大賞展準大賞、2007年Print
s Tokyo 2007買上賞（三極）、2009年The 2nd NBC MESHTEC TOKYO INTERNATIONAL SCREEN PRINT 
BIENNIAL優秀賞。2015アワガミ国際ミニプリント展大賞。（社）日本版画協会会員。　　　　　　　中村 
真理：1988年埼玉県生まれ。武蔵野美術大学大学院版画コース修了。2013年日本版画協会第81回版画展山口源新人
賞、第39回全国大学版画展収蔵賞、2015年武蔵野美術大学卒業・修了制作展優秀賞、第87回版画展準会員優秀賞（社
）日本版画協会会員。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬場知子：1991年女子美術大学
芸術学部絵画科版画専攻卒業。1992年同大学研究生修了。2000年文化庁芸術インターンシップ研修員。日本版画協会
展(畦地梅太郎賞)、Trois-
Riviere国際現代版画ビエンナーレ、文化庁現代美術選抜展、文化庁買上優秀美術作品披露展、高知国際版画トリエン
ナーレ（優秀賞）、（社）日本版画協会会員。

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　　なお出席が
全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94〜80
：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

〜5　制作、制作指導

〜10　制作、制作指導

〜15　制作、制作指導、中間チェック

〜20　制作、制作指導

〜25　制作、制作指導、1点目講評

〜30　制作、制作指導

〜35　制作、制作指導

〜40　制作、制作指導、中間チェック

〜135　制作、個別指導

プレゼンテーション、合同講評会

〜120　制作、個別指導


